
家庭訪問による高齢者の健康相談家庭訪問による高齢者の健康相談家庭訪問による高齢者の健康相談

　横河電機健康保険組合では、高齢者の方々が、より健康で幸せな社会生活を送って
いただくための手助けを目的に「家庭訪問による高齢者の健康相談」を実施いたします。
　この事業は、当健康保険組合の委託先より派遣した、経験豊富な相談員（保健師・
看護師）が、各家庭を訪問させていただき、高齢者一人ひとりの健康状態に合わせた
健康相談・アドバイスを行います。  
　今年度も昨年同様、健康保険組合連合会東京連合会の「在宅療養支援事業」に参加
して134名の家庭訪問を予定しております。  
　皆様のご協力のもと、少しでも高齢者のおられる家庭の皆様の手助けになることを
目指しております。

※この訪問指導は行政府が要介護者に対する介護サービスの提供を行う介護保険制度とは別のものです。
※事業委託先と秘密保持契約を締結しておりますので、訪問した保健師・看護師がご家庭で見聞きしたこと、
　相談内容などに関しては一切外部に漏らすことなく、プライバシーは守られます。　
※この相談に関しての費用は、健康保険組合で全額負担し、個人負担は一切ありません。

委託先 対象者

健康相談・指導内容 訪問までの流れ

期待できる効果

財団法人  総合健康推進財団
（健康保険組合連合会東京連合会
「在宅支援事業」事務局）

①安定した療養生活
②健康的な生活の維持推進
③福祉サービスの情報提供
④介護保険の申請・利用方法

等へ向けたアドバイスを行います

当健康保険組合加入の老人保健制度該当者を
対象にリストアップされた方

①健康保険組合より対象者の方へ、被保険者
　を通じて「訪問のお知らせ」を送付
②訪問する健康相談員より対象者の方へ
　「案内ハガキ」を送付
③訪問する健康相談員より電話で、訪問の主
　旨説明、訪問承諾の確認、訪問日時の決定 
④健康相談・指導の実施（再訪問、電話によ 
　るアフターケアーを含む）

①健康意識が高まり生活習慣に変化がでる
②医師だけでなく健康相談員と会話すること
　による、病気に対する不安等の解消
③食事や生活指導で病状改善
④複数の病院受診による重複投薬の危険防止
　（薬に対する関心がでてくる）
⑤家族介護を担う者の健康管理

　平成15年度の当組合の疾病状況をみると上位3位は、本人では歯および歯の支持組織、呼吸器系、神経系

および感覚器の疾患。家族は呼吸器系、歯および歯の支持組織、神経系および感覚器の疾患です。

　上位3位の全体に占める割合は、本人では全体の 49.4％（14年度50.0％）、家族は全体の59.2％（14年

度60.1％）と半数以上となっています。（事業主診療分は除く）

　当組合の平成15年度中の１か月で100万円を超える医療費は199件ありましたが、その内容は次表のよう

になっています。

　平成14年度と比較して、件数で11件の減となりましたが、高額療養費総額は6,111万円(52.2％)増の１億

7,823万円となりました。これは、平成15年4月から、それ以前は本人2割・家族入院2割であった医療費

の一部負担割合が3割へと増えたため、高額療養費としての給付が増加したことによる影響が大きいと考えま

す。

　また、疾病区分では、新生物(悪性腫瘍・がん)と循環器系の疾患(心臓・脳血管疾患)の件数で全体の半

呼吸器系の疾患
19,966件
15.2%

神経系および
感覚器の疾患
13,372件
10.2%

循環器系の疾患
10,102件
7.7%

皮膚および
皮下組織の疾患
8,830件
6.7％

消化器系の疾患
7,746件
5.9%件

その他の疾患
39,663件
30.3％

歯および歯の
支持組織の疾患
31,427件
24.0%

合 計
131,106 件 上位３疾病

49.4%

呼吸器系の疾患
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36,196件
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感覚器の疾患
23,747件
11. 7%

皮膚および
皮下組織の疾患
19,424件
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感染症
10,238件
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203,385件

損傷、中毒、
その他の
外因の影響
7,379件
3.6%

上位３疾病
59.2%

その他の疾患
46,032件
22.6%

本 人（被保険者） 家 族（被扶養者）

平成15年度  被保険者・被扶養者の疾病状況

金額と件数

疾病区分

新生物

内分泌、栄養及び代謝疾患

神経系の疾患

眼及び付属器の疾患

循環器系の疾患

呼吸器系の疾患

消化器系の疾患

皮膚及び皮下組織の疾患

筋骨格系及び結合組織の疾患

尿路性器系の疾患

妊娠、分娩及び産じょく

周産期に発生した病態

先天奇形、変形及び染色体異常

症状、徴候及び異常臨床所見
で他に分類されないもの

損傷、中毒
及びその他の外因の影響

合　　　計

100万円以上 200万円以上300万円以上400万円以上500万円以上600万円以上700万円以上800万円以上
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被保険者・被扶養者の疾病状況をグラフでみると平成平成15年度年度平成15年度

平成平成15年度年度平成15年度 100万円以上の医療費件数および疾病区分


